
ネットワーク化案
伊⾖の国会場 A

・管理団体のようなものがあればいい
・システムを作るのはなかなか難しい
・行政では事業を継続していくのが難しいため
民間でやった方が良い

・今、既にシステムとしてあるものも活用できる
・網の目の様に拡散できるように
・インターネットを基本に考えると紙ベースの
もの(チラシ等)も必要かもしれない

・年代によって必要なツールが違う
・自分の団体には難しいというところも、若い人
にお願いをしていくことなどを考える

・今まで目にしなかった方なども見つけやすい、
活動自体も広がっていくのでは？
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第２回「伊豆地域の市民活動について考えるワークショップ」におけるグループディスカッションの状況

ネットワーク化案

伊⾖の国会場 Ｂ

・現状の問題が世代別 情報ツールが違う
・紙/ネット いろいろある

・発信手段が沢山あるのでどうすれば良いか？
・解決方法としてHUB方式が良いのでは
・交流の場があったり、年齢同士の属性で集まる(団体など)

・伝える手段はメールで良いのでは？最大公約数として
・メールマガジンが多すぎてみない人も多い
・対象によって情報発信する仕組みはあるか？
・HUBがいくつかあれば良いのでは
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ネットワーク化案

伊⾖の国会場 C

・結論から言うと、情報を欲しい人 地域のHUBの人がまとめる

・実際に、具体的なことを聞ける相手が分からない
・ここに聞けば良いという場が欲しい(探り切れない)

・ジャンルによっても分からない人が多い
・交流する機会が欲しい
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ネットワーク化案

伊⾖の国会場 D

・大きく分けると、情報共有とネットワーク化
・メール配信機能で情報を共有するには一元化しかない、受け手が必要
・登録制で属性別に分けていくことが必要 ・情報が多すぎる ・世代間ギャップ
・伊豆半島の情報を、行政の枠を超えてつなげる ・グループ化 ・直接会う

・キーパーソンが出す情報別に分類できないか ・分野別にネットワーク化
・アーカイブとして活用できるように(情報の蓄積と検索)

・成功事例としても何か真似できる様な仕組みづくりを
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ネットワーク化案
下⽥会場 A

・伊豆半島は地域に特性、ばらつきがある
・三島に来たら三島で止まってしまう
・観光の場所も分からない場合が多い
・伊豆半島をひとつにしたい
・しかし、年齢によって情報の取り方が違う
・SNS、新聞、メール等
・高齢の方はインスタ、FB等をやっていない

・道の駅にそれぞれの地域のチラシを置く
・電車のお客様に対してのアプローチ
・平等に伊豆半島の情報を取れるようにする
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ネットワーク化案

下⽥会場 B

・情報のプラットフォームを作ること、それを作り出す人材育成
・第二の飯倉が必要、エキスパートを作っていく必要性
・多様な主体があるが多様すぎて分からない(観光・商工・行政・NPO 等)

・多様な目的が存在していて、それが縦割りになっている
・情報だけを集約するものが必要
・とにかく集めるというのが大切
・集めた情報を仕訳してくれる団体があればいい(東部、伊豆エリア)
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組織づくり伊豆半島

全体
⇓

一つの団体
(賀茂、田方
などが連携)

人材発掘
継続育成

情
報
発
信

カテゴリ化
して

情報提供

現場・現状の
把握

エキス
パート

民間での
組織確立

発信専門の組織

身近なコンシェルジュ

商工関係

教育関係

観光関係

行政によ
る支援

維持費用

有償性
⇓

維持・自立性・責任感



ネットワーク化案

下⽥会場 C

・HP、FB等やっているが、情報発信には向いていない

・ほぼ今の情報発信は無駄ではないか？
・地域によって情報発信方法がちがう
・各々発信していくことが大事ではないか
・バラバラになってしまうので、それをまとめるサイトが必要
・市とか県で集約できる様なシステムが欲しいが、行政に任せると難しい
・簡単にできる様な仕組みを講座としてやった方が良い
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ネットワーク化案

下⽥会場 D

・情報を集約して整理するHUBを作る

・欲しい人の情報は取っている
・伊豆の市民活動情報をFNCに集めるということで、HUBになることが必要
・FNCが受け皿となってWEBサイトを作っていければ良い

・受発信を上手にながしていくこと
・プレスリリース等も必要
・LINE、FB、Twitter、HPなどを使う
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